
投
石

の
滝

投
石

の
滝

苔
が

生
え

て
る

岩
や

木
々

に
囲

ま
れ

た
滝

は
、

初
夏

の
苔

が
生

え
て

る
岩

や
木

々
に

囲
ま

れ
た

滝
は

、
初

夏
の

さ
わ

や
か

な
風

を
招

き
入

れ
る

こ
と

て
い

る
よ

う
で

、
さ

わ
や

か
な

風
を

招
き

入
れ

る
こ

と
て

い
る

よ
う

で
、

見
る

者
に

心
地

良
さ

を
感

じ
さ

せ
て

い
る

。
見

る
者

に
心

地
良

さ
を

感
じ

さ
せ

て
い

る
。 広　報
広　報
ひ
が
し
よ
し
の

ひ
が
し
よ
し
の

2
0
2
3

2
0
2
3

（
令
和
５
年
）

（
令
和
５
年
）

６６
月
号
月
号

VoL.602
VoL.602

広　報
ひ
が
し
よ
し
の

2
0
2
3

（
令
和
５
年
）

６
月
号

VoL.602



　

５
月
２
日
、
第
２
回
東
吉
野
村
議

会
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
、
専
決
処
分

報
告
の
ほ
か
、
議
会
役
員
の
改
選
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
改
選
後
の
役
員

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇�

議
　
長
　
　
大　

丸　

仁　

志

◇
副
議
長　
　

井　

上　

宣　

之

◇
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　

津　

川　

幸　

雄

　
副
委
員
長　

辻󠄀　

本　

惠　

則

　
委
　
員　
　

井　

上　

宣　

之

　
委
　
員　
　

丸　

井　

雅　

弘

◇
総
務
文
教
過
疎
委
員
会

　
委
員
長　
　

辻󠄀　

本　

惠　

則

　
副
委
員
長
　
網　

谷　

眞　

治

◇
厚
生
建
設
経
済
委
員
会

　
委
員
長　
　

丸　

井　

雅　

弘

　
副
委
員
長　

松　

谷　

忠　

則

◇
監
査
委
員　

松　

谷　

忠　

則

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

網　

谷　

眞　

治

　
議
　
員　
　

辻󠄀　

本　

惠　

則

　
議
　
員　
　

津　

川　

幸　

雄

◇
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

井　

上　

宣　

之

　
議
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会

　
議
　
員　
　

大　

丸　

仁　

志

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
議
会

　

議
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

　

議
　
員　
　

丸　

井　

雅　

弘

　

ま
た
、
次
の
議
事
が
原
案
ど
お
り

同
意
・
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇�

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
員
の
前
副
村
長
米

川
浩
氏
の
退
任
に
よ
り
欠
員
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
後
任
と
し
て
副
村
長

鍵
谷
典
秀
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

◇�

令
和
４
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正
（
専
決
処
分
）

　

令
和
４
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
繰
越
明
許
費

を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
吉
野

村
瀧
野
地
区
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整

備
事
業
で
、
受
電
盤
関
係
機
器
や
携

帯
事
業
者
の
指
定
部
品
の
納
期
の
関

係
か
ら
代
替
え
等
の
検
討
に
よ
り
設

計
に
不
測
の
日
数
を
要
し
、
年
度
内

の
工
事
完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
繰
越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

や
は
た
温
泉
施
設
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
送
水
ポ
ン
プ
が
世
界
情
勢

の
不
安
定
に
よ
り
機
器
の
調
達
が
出

来
ず
、
年
度
内
に
納
入
が
困
難
と
な
っ

た
為
、
繰
越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
木
材
搬
出
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
故
障
に
よ
り
運
行
不
可

能
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
積
雪
の

影
響
に
よ
り
搬
出
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
年
度
内
に
執
行
が
困
難

と
な
っ
た
た
め
、
繰
越
を
す
る
も
の

で
す
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
つ
い
て
は
、

村
道
向
出
線
の
道
路
改
良
設
計
業
務

等
に
お
い
て
、
地
権
者
及
び
地
元
と

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ

と
に
よ
り
当
初
計
画
に
遅
れ
が
生
じ
、

用
地
測
量
等
の
業
務
が
年
度
内
に
完

了
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
繰
越
を

す
る
も
の
で
す
。

　

４
災
道
路
河
川
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
工
事
の
実
施
に
あ
た
り
、

地
元
及
び
関
係
機
関
と
通
行
規
制
等

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ

と
に
よ
り
年
度
内
の
完
了
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
繰
越
を
す
る
も
の
で

す
。

◇�

令
和
４
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
予
算
を
補
正
（
専

決
処
分
）

　

令
和
４
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
繰
越
明
許
を
設
定
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
向
出
線

水
道
管
移
設
事
業
で
、
道
路
イ
ン
フ

ラ
事
業
の
道
路
改
良
設
計
業
務
等
に

遅
れ
が
生
じ
、
水
道
管
の
移
設
設
計

業
務
が
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
繰
越
を
す
る

も
の
で
す
。

　

簡
易
水
道
会
計
シ
ス
テ
ム
等
共
同

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
で

共
同
発
注
し
て
い
る
、
県
内
11
村
の

地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
係
る
会
計

シ
ス
テ
ム
等
の
事
業
が
繰
り
越
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
係
る
経
費
を
繰
越
す
る
も
の
で
す
。

◇�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正
（
専
決
処
分
）

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
令
和
５
年

３
月
８
日
に
国
か
ら
正
式
に
示
さ
れ

た
５
月
８
日
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
対
応
す
る
た
め
、
経
費
の
補
正
を

や
む
な
く
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
併
せ
て
令
和
３
年
度
に

交
付
を
受
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費
国
庫
補
助

金
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策
費
国
庫
負
担
金
の
実
績
確
定
に

伴
い
超
過
交
付
と
な
り
ま
し
た
国
庫

支
出
金
を
返
還
す
る
た
め
、
専
決
処

分
を
し
た
も
の
で
す
。
補
正
額
は
、８
，

１
６
９
千
円
、
予
算
総
額
に
し
て
２
，

６
５
３
，
４
６
７
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◇�

東
吉
野
村
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
令
和
５
年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な
く
専

決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

１
点
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
等
を
背
景
と
し
た
半
導
体

不
足
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
現
行
の

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税
率
区

区
長
会
総
会
を
開
催

第
２
回

東
吉
野
村
議
会
臨
時
会

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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５
月
19
日
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度
の
村
区

長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

会
　
長　

浦
前　

伸
二

　

副
会
長　

岡
本　

史
朗

　

副
会
長　

池
田　

敏
幸

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

新
緑
さ
わ
や
か
な
今
日
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
村
区
長
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
区
長
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
私
が
会
長
の
大
任
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
任
し
ま
し
た
限

り
は
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
３
年
余
り
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
、
地
域
活
動
や
恒
例
行
事
な
ど
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
感
染
法
上
の

位
置
づ
け
の
変
更
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
も
本
格
的
に
再

開
し
始
め
、
笑
顔
や
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
長
き
に
わ
た
り
対
策
・
対
応
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
村
行
政
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
二
期
東
吉
野
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
進
め
ら
れ
、
移
住
者
も
年
々
増
加
し
、
村
に
も

活
気
が
あ
ふ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者

福
祉
施
策
、
産
業
振
興
・
雇
用
施
策
、
若
者
移
住
定
住
・

子
育
て
支
援
施
策
等
、
村
の
主
要
施
策
に
区
長
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
一
致
団
結
し
協
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

東
吉
野
村
区
長
会
名
簿

令
和
５
年
５
月
19
日
現
在

小

川
立
住
壽
國

小

髙
井
正
光

木
津
川
岡
本
史
朗

小
栗
栖
亀
内
俊
一

中

黒
住
本
安
三

鷲

家
中
尾
文
男

三

尾
新
子
一
夫

狹

戸
阪
本
基
義

大
豆
生
河
野
　

環

大

又
森
口
文
明

麥

谷
池
田
敏
幸

萩

原
東
　

正
夫

伊
豆
尾
浦
前
伸
二

日

裏
靍
井
克
往

木

津
小
坂
正
晴

杉

谷
橋
本
政
視

平

野
垣
外
中
秀
光

瀧

野
萬
谷
一
彦

谷

尻
網
谷
眞
治

分
を
令
和
５
年
12
月
末
ま
で
据
え
置

き
、
ま
た
２
０
３
５
年
、
乗
用
車
新

車
販
売
に
お
け
る
電
動
車
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
政
府
目
標
と
合

わ
せ
、
電
動
車
の
一
層
の
普
及
を
図

る
観
点
か
ら
各
税
率
区
分
に
お
け
る

燃
費
基
準
達
成
度
を
３
年
間
で
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

２
点
目
は
、
軽
自
動
車
税
の
種
別

割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て
、

電
気
自
動
車
等
を
取
得
し
た
場
合
に

お
け
る
現
行
の
経
過
措
置
、
翌
年
度

の
種
別
割
75
パ
ー
セ
ン
ト
軽
減
等
は

適
用
期
限
を
３
年
延
長
す
る
も
の
で

す
。

　

３
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
燃
費
・

排
ガ
ス
不
正
行
為
へ
の
対
応
と
い
た

し
ま
し
て
、
不
正
に
よ
り
生
じ
た
納

付
不
足
額
に
係
る
納
税
義
務
を
、
当

該
不
正
を
行
っ
た
メ
ー
カ
ー
に
負
わ

せ
る
特
例
規
定
に
つ
い
て
、
税
制
上

の
再
発
抑
止
策
を
強
化
す
る
た
め
、

納
付
不
足
額
を
徴
収
す
る
際
に
加
算

す
る
割
合
を
現
行
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
35
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

◇�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
（
専
決
処
分
）

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
及
び
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

公
布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な
く

専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

異
次
元
の
少
子
化
対
策
等
の
一
環
と

し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
出

産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、
加
算
額

を
合
わ
せ
現
在
の
42
万
円
か
ら
50
万

円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◇�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
（
専
決
処
分
）

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
令
和
５
年
３
月
31
日

に
公
布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な

く
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
に

お
い
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
が
20
万
円
か
ら
22
万
円
に
引
き

上
げ
た
も
の
で
す
。

♦�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
１
５
１
万

円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

費・�「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
ひ
と
り
親
以
外
の
低
所
得
世
帯

分
）」
支
給
に
要
す
る
経
費

	

１
５
１
万
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
２
６
億
５
４
９
７
万
７
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

区
長
会
総
会
を
開
催

広 報 ひ がしよし の令和５年６月１日
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交通安全県民運動の様子

交通安全キャラバン隊の様子

鮎の稚魚放流の様子

放流された鮎の稚魚

　

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

11
日
は
早
朝
よ
り
小
川
の
千
代
橋
で
、
桜
井
・
宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協

会
東
吉
野
分
会
、
学
校
関
係
者
、
小
川
駐
在
所
、
副
村
長
、
教
育
長
、
役
場
職
員
が
、

午
後
か
ら
は
桜
井
・
宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉
野
分
会
、
桜
井
警
察
署
、

小
川
駐
在
所
、
副
村
長
、
役
場
職
員
が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
啓
発

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、15
日
に
は
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
役
場
を
訪
れ
、交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
の
ぼ
り
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
交
通
安
全
を
意
識
し
て
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て
、
村
の
風
物
詩
で
あ
る
鮎
釣
り
解
禁
に
向
け
、�

村
内
各
地
の
河
川
に
、
村
漁
業
協
同
組
合
役
員
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
和
歌
山
県
産

の
鮎
の
稚
魚
を
お
よ
そ
１
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
放
流
さ
れ
、
鮎
釣
り
解
禁
後
に
お

よ
そ
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
追
加
放
流
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
禁
の
頃
に
は
、

大
き
く
育
っ
た
鮎
が
釣
り
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※�

鮎
釣
り
解
禁
日
は
６
月
11
日
（
日
）、
網
入
れ
は
８
月
27
日
（
日
）
で
す
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

坂
口
勝
美
氏 

旭
日
双
光
章 

受
章

鮎
の
稚
魚
放
流

橋
本
史
郎
氏 

旭
日
双
光
章 

受
章

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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大
字
瀧
野
の
坂
口
勝
美
氏
が
、
林
業
・
木
材
産
業
活
動
に
つ
い
て
、
長
年
奈
良
県

森
林
組
合
連
合
会
理
事
を
務
め
、
献
身
的
な
努
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
林
業
・
木

材
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。
５
月
12
日
に
東
京
で
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
勲
章
が
伝
達
さ
れ
、
そ

の
後
皇
居
の
豊
明
殿
で
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
家
業
の
ご
繁
栄
と
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

大
字
鷲
家
の
橋
本
史
郎
氏
は
平
成
６
年
３
月
、
村
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
卓

抜
で
公
正
な
る
識
見
と
優
れ
た
指
導
力
は
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
村
民
の
信
望
を

得
て
い
ま
し
た
。
以
後
７
期
に
わ
た
り
議
会
議
長
等
を
歴
任
し
、
本
村
の
保
健
福
祉
、

簡
易
水
道
整
備
、
農
業
の
振
興
、
教
育
施
設
整
備
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
５
月
１
日
に
奈
良
県
知
事

よ
り
伝
達
が
あ
り
、
15
日
に
東
京
の
皇
居
春
秋
の
間
で
拝
謁
が
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下

か
ら
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
章
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
一
層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

坂
口
勝
美
氏 

旭
日
双
光
章 

受
章

橋
本
史
郎
氏 

旭
日
双
光
章 

受
章
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

優勝「１」チーム 準優勝「５」チーム

競技中の様子

　

５
月
16
日
、
村
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第
42
回
老
人
福
祉
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
真
剣
に
プ
レ
ー
に
励
み
白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
プ
レ
ー
中

や
観
戦
中
も
他
の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
方
式
に
よ
り
競
技
し
た
結
果
、
優
勝
が
「
１
」
チ
ー
ム
、
準
優
勝

が
「
５
」
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
末
時
点
で
、
満
80
歳
以
上
の
参
加
者
に
は
敢
闘
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

６６
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

　

今
年
度
は
上
記
日
程
で
集
合
健
診

（
検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。
6
月
１
日

よ
り
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

各
日
と
も
午
前
中
は
胃
が
ん
検
診

（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
の
予
約
者
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○�

健
診
・
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

村
広
報
４
月
号
折
り
込
み
の
「
東

吉
野
村
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

「
各
種
健
診
（
検
診
）
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○�

前
年
度
受
診
者
お
よ
び
新
規
で
予

約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
６

月
中
旬
頃
に
問
診
票
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。
時
間
予
約
制
で
す
の

で
、
予
約
が
ま
だ
の
方
は
必
ず
事

前
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
予
約
な
し
で
の
当
日
受
診

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○�

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
の
対
象
者

（
昭
和
37
年
４
月
2
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
）
は
、
健
診
会
場
に
て
抗
体
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
に
住
民
福
祉
課
へ
予
約
を
し

特定健診・各種がん検診
（肺がん・結核検診）
（大腸がん検診）
（胃がん検診）

※バリウム検査午前のみ
（前立腺がん検診）
（肝炎ウイルス検査）
風しん抗体検査

日程 受付時間 場所

６月２９日（木）
　９：００～１１：３０

三尾（三尾区民センター）
１３：００～１５：３０

６月３０日（金）
　９：００～１１：３０

木津（木津ふれあいセンター）
１３：００～１５：３０

７月　２日（日）
　９：００～１１：３０

小川（村住民ホール）
１３：００～１５：３０

集
合
健
診
（
検
診
）
の
お
知
ら
せ
　
～
予
約
を
開
始
し
ま
す
～

第
42
回
老
人
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

　

０
１
２
０−

０
６
７−

０
２
０

予
約
時
間

　

毎
週
水
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

世
界
禁
煙
デ
ー「
禁
煙
週
間
（
５

月
31
日
～
６
月
６
日
）」
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
は
５
月

31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
定
め
、

喫
煙
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
な
社
会

習
慣
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
喫
煙
者
自
身
の
健
康
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
周
囲
に
受
動
喫
煙
を
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
喫
煙
の

マ
ナ
ー
を
守
る
と
同
時
に
、
た
ば
こ

の
健
康
影
響
を
知
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
ば
こ
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
を
伴
っ

て
い
ま
す
の
で
、
自
身
の
意
志
だ
け

で
や
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
禁
煙
外
来
を
利
用
し

て
効
果
的
に
た
ば
こ
を
や
め
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
は
い
く
つ
に
な
っ

て
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
市
町
村
で
禁
煙
支
援
を
し
て
い

る
医
療
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
禁
煙
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

〈
禁
煙
支
援
医
療
機
関
〉〈
電
話
〉

医
療
法
人
拓
誠
会
辻󠄀
村
病
院

　

０
７
４
５−

８
４−

２
１
３
３

宇
陀
市
立
病
院

　

０
７
４
５−
８
２−

０
３
８
１

熊
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

０
７
４
５−

８
５−
３
５
５
０

医
療
法
人　

谷
口
内
科
医
院

て
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
の
紛

失
や
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○�

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
受
診
さ

れ
た
方
に
は
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
。
詳
し
く
は
村

広
報
５
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
税
務
保
険
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ

ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育
て

の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

６
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き

　

６
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
３
階
大
会
議
室

対　

象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

　

０
７
４
５−

８
２−

５
８
８
８

南
和
広
域
医
療
企
業
団　

吉
野
病
院

　

０
７
４
６−

３
２−

４
３
２
１

南
和
病
院

　

０
７
４
７−

５
４−

５
８
０
０

南
和
広
域
医
療
企
業
団　

南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

０
７
４
７−

５
４−

５
０
０
０

医
療
法
人
み
ぞ
か
み
内
科

　

０
７
４
７−

６
４−

８
７
２
８

　

医
療
機
関
情
報
は
、
令
和
５
年
２

月
の
情
報
（
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
禁
煙
お
役
立
ち
情
報
」
よ
り
抜
粋
）

で
す
。
受
診
の
際
は
必
ず
事
前
に
電

話
な
ど
で
詳
細
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
予
約
を
行
っ
た
う
え
で
ご
受

診
く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

『
手
に
入
れ
よ
う
　
長
生
き
チ

ケ
ッ
ト
　
歯
み
が
き
で
』

　

６
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
、
そ
し

て
６
月
４
日
（
日
）～
６
月
10
日
（
土
）

は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
。
20
本

の
歯
が
あ
れ
ば
、
硬
い
も
の
を
満
足

に
噛
む
こ
と
が
で
き
、
食
事
や
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
の
健
康
は
全
身

の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
80
歳

で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

も
、
食
事
の
時
に
は
し
っ
か
り
噛
み
、

歯
磨
き
を
丁
寧
に
行
い
、
歯
科
健
診

を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
小
さ

な
お
子
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で
歯
磨
き

が
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

者
、
妊
婦

内　

容　

育
児
相
談
な
ど

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
19
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き　

６
月
26
日
（
月
）

受　

付　

午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対
象
者

・
満
16
歳
か
ら
69
歳
の
村
民

・
村
内
に
職
域
を
有
す
る
方

　
�（

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
60
歳
か
ら
64
歳
に
献
血
経
験

が
あ
る
こ
と
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
及
び
モ
デ
ル
ナ
社
）
の
接
種

を
受
け
た
方
は
、
接
種
後
48
時
間

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
社
）
の
接
種
を
受
け
た
方
は
、

接
種
後
６
週
間
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と
。

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の
）

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
予
約
に
つ
い
て

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
ご
希
望
の
方

は
、
下
記
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです ☆熱中症予防のポイント
・�体のだるさや熱っぽさを感じたら涼しい場所で休憩し、水分をしっかり取って体を冷
ます。
・暑さに体が慣れるよう、適度な運動やお風呂につかるなどして適度な汗をかく。
・普段からこまめな水分補給。運動や入浴の前後にコップ一杯の水分補給を行う。
・３食きちんと食べる。
・念のために経口補水液を常備する。
・快適な環境でよく睡眠をとる。
・換気をこまめに行い、湿度も高くならないように注意する。
・熱中症の危険度を示す「熱中症警戒アラート」を毎日チェックする。
　※�「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想され
る日の前日夕方または当日早朝に都道府県ごとに発表されます。危険な暑さへの注
意を呼びかけ、熱中症予防行動を取っていただくよう促すための情報です。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　　　　○介護制度に関すること　等々
（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターにお気軽にご連絡ください。
　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の
相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　６月２１日（水）１４時～１７時　　場　所：役場１階会議室
　　ＴＥＬ　０７４６－４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記
連絡先にお知らせ頂ければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡頂ければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１８時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

暑さに備え、熱中症を予防しましょう
☆熱中症について
　熱中症とは、体温を平熱に保つために汗をかくことで、体内の水分や塩分（ナトリウム
など）が減少し、血液の流れが滞るなどして体温が上昇して重要な臓器が高温にさらされ
たりすることにより発症する障害の総称です。
　熱中症は生命にかかわりますが、一人ひとりが熱中症について知識を持ち、行動する
ことで、防ぐことができます。
　自分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲（特に高齢者、子ども、持病のある方、
障害者等は注意が必要）に気を配り、呼びかけあって、みんなで熱中症にならないように
しましょう。

☆熱中症患者数は６月から増加します
　例年、６月から気温・湿度の上昇に伴って全国的に熱中症による救急搬送患者数が増
加します。消防庁の調べによると、令和４年（５～９月）に救急搬送された年齢区分別では、
高齢者が最も多く、次いで成人、少年、乳幼児の順となっています。
　また、発生場所別の救急搬送人員をみると、住居が最も多く、次いで道路、仕事場、
公衆（屋外）の順となっています。

☆熱中症の症状
　次のような症状があったら熱中症を疑いましょう。
・めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、気分が悪くなる
・頭痛、吐き気、体がだるい、体がぐったりする
・意識障害、けいれん、体が熱い

☆熱中症が疑われたら
【涼しい場所へ】
・冷房が効いてる室内や風通しのよい日陰など、涼しい場所へ避難する
【体を冷やす】
・衣服をゆるめて、首の周り、脇の下、足の付け根などを冷やす
【水分補給】
・水分、塩分を経口補水液などで補給する
　水分や塩分の補給をしても症状が改善しない場合は医療機関を受診しましょう。
　自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう。

広 報 ひ がしよし の令和５年６月１日
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お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
６月１３日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

６月２０日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切６月１９日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

６月２３日（金）
午後２時～３時

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問

い合わせください。

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和５年６月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

大
腸
へ
の
血
液
の
流
れ
が
一
時

的
に
悪
く
な
り
、
循
環
障
害
に

よ
っ
て
起
こ
る
腸
炎
で
す
。

　

便
秘
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多

く
、
強
く
気
張
っ
た
時
や
、
大
腸

粘
膜
へ
の
血
流
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
食
後
の
消
化
吸
収
時
や
精
神

的
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
誘
因
に
な
り
、

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
虚
血
性
心
疾

患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
動
脈
硬

化
性
疾
患
が
危
険
因
子
に
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
多
い

で
す
が
、
若
年
者
に
も
起
こ
り
、

性
別
は
女
性
に
多
い
で
す
。

　

症
状
は
腹
痛
・
下
痢
・
血
便
で

す
。
急
に
（
左
）
下
腹
部
痛
が
起

こ
り
、
そ
の
後
、
下
痢
を
き
た
し
、

次
第
に
便
に
血
液
が
混
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
大
腸
の
中
で
も
Ｓ

状
結
腸
か
ら
下
行
結
腸
に
か
け
て

の
左
側
大
腸
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

腸
炎
の
重
症
度
は
一
過
性
型
・

狭き
ょ
う

窄さ
く

型
・
壊え

疽そ

型
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

一
過
性
型　

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
タ

イ
プ
で
す
。
症
状
は
一
時
的
で
あ

り
、
安
静
・
食
事
制
限
・
点
滴
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
治
り
ま
す
。

狭
窄
型　

内
科
的
な
治
療
に
よ
っ

て
治
り
ま
す
が
、
腸
炎
に
よ
る
潰か

い

瘍よ
う

が
で
き
、
こ
の
潰
瘍
が
治
る
時

に
大
腸
が
狭
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
便
が
通
ら
ず
腸

ち
ょ
う

閉へ
い

塞そ
く

を
お

こ
す
と
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

壊
疽
型　

大
腸
の
血
流
が
再
開
し

な
い
た
め
に
腸
が
腐
っ
て
し
ま
い
、

緊
急
手
術
を
し
て
腐
っ
た
大
腸
を

切
除
し
な
い
と
命
に
関
わ
る
重
症

の
腸
炎
で
す
。

　

虚
血
性
腸
炎
の
大
部
分
（
90
～

95
％
）
は
内
科
的
治
療
で
治
り
ま

す
が
、
中
に
は
再
発
を
繰
り
返
す

人
も
あ
り
ま
す
。
便
秘
が
原
因
の

方
は
食
習
慣
の
見
直
し
や
適
宜
、

緩か
ん

下げ

剤ざ
い

な
ど
を
使
用
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
方
は
、
治

療
の
継
続
が
必
要
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

虚虚き
ょ
き
ょ

血血け
つ
け
つ

性性せ
い
せ
い

腸腸ち
ょ
う

ち
ょ
う

炎炎え
ん
え
ん

っ
て
な
に
？
　

っ
て
な
に
？
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いちたつマルシェアンケート
　４月に開催したいちたつマルシェ山菜編でアンケートを実施しました。
　３０代から９０代までの４９名の方がアンケートにご協力くださり、誠にありがとうございました。

質問　自宅に浴衣をお持ちですか？
　　　①ある　　３７票　　②なし　　１０票　　回答なし　　２票
見解　多くの方が家に浴衣を保管されていることがわかりました。

質問　東吉野村で盆踊りのイベントがあれば参加したいですか？
　　　①参加したい　　　　　３０票　　②浴衣を着て参加したい　４票
　　　③参加したくない　　　１５票
見解　現在、東吉野村で盆踊りを実施しているところはありません。
　　　夏の風物詩、昔の娯楽といえば盆踊りです。
　　　盆踊りの機会がなくなり、寂しく感じている人は多いようです。

質問　浴衣・着物展があればご覧になりたいですか？
　　　①参加したい　　２６票　　②参加したくない　　２０票
　　　回答なし　　　　３票
見解　浴衣や着物に興味がある方はまだまだたくさんいるようです。

質問　浴衣や着物でイベントをすることがあればご協力してくれますか？
　　　①展示して披露したい　　５票　　②買い手がいれば販売したい　１１票
　　　③衣紋掛けを持っている　９票　　④着付けができる　　　　　　　５票
見解　タンスの中に大事に保管しているだけではなく、表に出したり、皆さんに披露したり、
　　　眠らせておくだけであれば人に譲りたいという思いがあるようです。

　２年前から「古き良きものを受け継ぐ」をテーマに着物再活用プロジェクトを立ちあげ、色々検討し
てきました。
　１　着物を着る機会や場をつくる　　　　　　　　　　桜を見る会　お茶会
　２　着物を再利用してワークショップを開催する　　　講師を招いて、着物リメイク教室
　３　着物を譲りたい人と欲しい人をマッチングする　　着物を展示して、希望者を募る

ステップ１　いちたつマルシェとＬｏｏｋＢｏｏｋとときどき浴衣・着物展
　６月３日（土）　場所　役場住民ホール　　
　浴衣・着物展を開催して、タンスに保管してある浴衣や着物を外の世界に出してみる

ステップ２　いちたつ盆踊り
　８月１９日（土）　中黒運動公園（雨天の場合は体育館）
　実際に浴衣を着る機会をつくる

　お茶会
　１０月下旬から１１月初旬　場所　村内（未定）
　実際に着物を着る機会をつくる
　着付けができる協力者がいます
　お茶をたしなみ、写真撮影をする

ステップ３　着物リメイクワークショップ
　秋から冬にかけて　場所　役場
　浴衣や着物の生地を利用して、のれんや小物を作る教室を開催する

広 報 ひ がしよし の令和５年６月１日
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　梅雨入り間近となりました。ジメジメと蒸し暑い日が続いたり、ときには肌寒い日もあった
りと体調を崩しやすいときです。栄養と睡眠をしっかりとって、元気に過ごしましょう。

　６月４日からの１週間は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日
本学校歯科医会が実施する「歯と口の健康週間」です。食事をおいしく食べて、
健康な体をつくるには、歯と口が健康でなくてはなりません。丈夫で健康な
歯と口を保つために、日頃からよくかんで食べる習慣をつけましょう。

★�一口３０回を意識し、
　よく味わって食べる

★�食事やおやつは
　決まった時間に食べる

★�食べ物を水分で
　流し込まない

★食べた後は
　しっかり歯をみがく

★かみごたえのある食べ物を取り入れる

★カルシウムを意識してとる

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草　

選
評

▪
特
選
の
部

も
う
な
に
も
か
も
な
に
も
か
も
さ
く
ら
時

	

宮
崎　

成
子

　

評

　

今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
早
く
、
長
い
間
桜

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

さ
く
ら
時
と
は
、
在
原
業
平
の
歌
に
「
世
の
中
に

た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か

ら
ま
し
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
咲
く
に
つ
け

散
る
に
つ
け
人
の
心
を
浮
き
浮
き
さ
せ
る
ひ
と
と
き

で
あ
る
。

　
「
な
に
も
か
も
な
に
も
か
も
」
の
繰
返
し
に
よ
り
桜

に
浮
き
立
つ
様
子
を
活
写
し
て
い
る
。

杉
桧
中
の
一
本
山
桜	

池
垣　

昭
美

　

評

　

山
桜
は
、
艶
や
か
な
若
葉
と
同
時
に
一
重
の
花
が

咲
き
、
遠
目
に
も
そ
れ
と
す
ぐ
わ
か
る
。
吉
野
山
の

桜
は
ほ
と
ん
ど
が
山
桜
で
あ
る
。

　

杉
山
や
桧
山
の
中
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
咲
い
て
い
る
景

色
は
何
と
も
風
情
が
あ
る
。

緑
児
の
瞳
に
映
る
花
吹
雪	

池
田　

美
砂
子

　

評

　

花
吹
雪
は
、
桜
の
花
が
風
に
散
り
乱
れ
る
さ
ま
を

吹
雪
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

作
者
は
、
緑
児
の
瞳
に
花
吹
雪
を
見
留
め
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

心
を
ひ
そ
め
て
い
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
事
象
を
発

見
し
て
お
ど
ろ
く
の
で
あ
る
。

▪
準
特
選
の
部

妻
の
持
つ
脚
立
危
う
き
楤
の
芽
摘
み	

宮
下　

俊
二

朝
焼
け
に
桜
し
だ
る
る
高
見
山	

川
村　

貞
子

仰
ぎ
見
る
紅
の
天
蓋
糸
桜	

秋
吉　

雅
子

▪
佳
作
の
部

別
れ
霜
鹿
の
足
跡
山
へ
入
り	

宮
下　

俊
二

渋
滞
は
山
へ
と
続
き
万
愚
節	

辻　

佐
和
子

黄
昏
の
花
吹
雪
な
ほ
乱
れ
舞
ふ	

池
垣　

昭
美

花
満
開
人
つ
子
ひ
と
り
見
ぬ
ま
ま
に	

伊
藤
志
津
子

朝あ
け

六
つ
の
白
山
桜
朱
に
染
ま
る	

濱
田
貴
美
子

こ
の
村
を
愛
し
た
る
父
山
桜	

池
田
美
砂
子

文
机
の
花
影
追
ひ
て
春
惜
し
む	

宮
崎　

利
一

木
漏
れ
日
の
影
を
踏
み
つ
つ
野
に
遊
ぶ	

宮
崎　

成
子

高
見
山
覆
ひ
つ
く
す
る
花
の
雲	

川
村　

貞
子

参
道
に
枝
差
し
交
は
す
山
桜	

前
田　

景
子

初
蝶
や
風
に
ま
か
せ
て
飛
び
ゐ
た
る	

松
谷　

忠
則

見
上
ぐ
れ
ば
御
堂
浮
き
た
る
花
の
雲	

秋
吉　

正
朝

花
筏
流
れ
に
沿
う
て
い
く
筋
も	

秋
吉　

雅
子

　
▪
入
選
の
部

山
煙
る
高
見
の
郷
に
花
の
雨	

宮
下　

俊
二

う
ら
ら
か
や
ふ
と
匂
ひ
来
る
メ
ロ
ン
パ
ン

	

辻　

佐
和
子

太
陽
を
遊
ば
せ
峡
の
水
張
田	

辻　

佐
和
子

野
に
遊
ぶ
し
や
が
む
世
界
の
可
憐
な
り	

池
垣　

昭
美

此
所
は
も
う
在
所
の
果
て
よ
花
の
道	

伊
藤
志
津
子

川
沿
ひ
の
土
手
一
筋
に
花
の
道	

伊
藤
志
津
子

桜
蕊し

べ

降
る
お
開
き
後
の
立
ち
話	

濱
田
貴
美
子

花
影
に
入
り
て
見
上
ぐ
る
空
真
青	

濱
田
貴
美
子

水
や
り
の
当
番
の
子
に
初
蝶
来	

池
田
美
砂
子

水
の
輪
の
中
に
ひ
と
ひ
ら
桜
花	
宮
崎　

利
一

雨
降
り
て
う
ご
め
き
ゐ
た
る
春
の
土	
宮
崎　

利
一

山
深
く
天
よ
り
は
ら
り
山
ざ
く
ら	
宮
崎　

成
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
並
ぶ
向
か
う
に
六
地
蔵	

川
村　

貞
子

さ
つ
き
よ
り
忘
れ
し
こ
ろ
に
雉
の
声	

前
田　

景
子

柳り
ゅ
う

絮じ
ょ

飛
ぶ
橋
を
渡
り
て
京
に
入
る	

前
田　

景
子

凛
と
す
る
高
見
の
山
に
風
光
る	

松
谷　

忠
則

高
見
の
郷
花
の
名
所
と
成
り
ゐ
た
る	

松
谷　

忠
則

頬
を
な
ぜ
ゆ
き
た
る
風
も
夏
近
し	

秋
吉　

正
朝

春
雨
に
濡
れ
る
た
の
し
さ
あ
り
に
け
り	

秋
吉　

正
朝

滝
口
に
あ
ふ
る
る
ご
と
き
桜
花	

秋
吉　

雅
子

▪
一
般
投
句
（
短
歌
）

大
空
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
花
火
師
の

工た
く
み

の
技
は
世
界
に
ほ
こ
る	

元
林
マ
ス
ミ

初
夏
の
眞
澄
の
空
を
し
た
い
つ
つ

咲
き
の
ぼ
り
ゆ
く
立
葵
の
花	

元
林
マ
ス
ミ

企
業
名
の
頭
文
字
ば
か
り
並
べ
た
て

大
和
こ
と
ば
は
う
す
れ
ゆ
く
な
り	

元
林
マ
ス
ミ

春
う
ら
ら
椿
躑
躅
の
咲
く
御
堂

般
若
の
眼
光
心
の
不
思
議	

福
井
メ
イ
子

雨
ひ
と
日
開
け
る
ホ
ー
ム
待
ち
お
れ
ば

桜
便
り
で
旅
め
ぐ
り
か
な	

福
井
メ
イ
子

大
根
の
花
美
し
き
母
の
忌
や

わ
が
菜
園
は
緑
滴
る	

浦
田
由
美
子

百も
も

鳥
に
起
こ
さ
れ
一
日
始
ま
り
ぬ

今
日
は
胡
瓜
の
苗
を
植
へ
ぬ
と	

浦
田
由
美
子

囀
り
と
言
へ
ど
鉦
打
つ
如
く
鳴
く

と
ら
つ
ぐ
み
棲
む
深
吉
野
の
山	

浦
田
由
美
子

土
持
ち
上
げ
芽
出
す
カ
ボ
チ
ャ
の
種

待
ち
て
待
ち
て
待
ち
侘
び
た
の
よ	

辻　

由
美
子

妹
来
た
る
お
喋
り
し
つ
つ
茶
摘
み
す

恒
例
の
年
中
行
事
の
ひ
と
つ	

辻　

由
美
子
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（これまでに行われた東吉野村野外体験実習の様子　左は林業体験、右は川の生き物についての実習）

【旧四郷小座談会のお知らせ】
　これからの旧四郷小のこと、みんなで話しませんか？奈良女子大学のメンバーと、役場の方と、

村の皆さんで一緒に考えてお話しする会です。次回は６月９日（金）９時３０分～１０時３０分、

旧四郷小学校にて開催します。その後は８月１１日（金）、�１０月１３日（金）、�１２月８日（金）、�

２月９日（金）に開催する予定です。

旧

奈良女子大学のメンバーと、役場の方と、

広 報 ひ がしよし の 令和５年６月１日
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【東吉野村野外体験実習について】
　こんにちは。奈良女子大学共生科学研究センターの酒井です。今月は、共生科学研究センター

が実施している「東吉野村野外体験実習」についてご紹介します。

　共生科学研究センターでは設立当初から、奈良県下の小中学生とその保護者を対象に、東吉

野村の豊かな自然の中で自然環境やその保護の大切さについて学んでもらう「東吉野村野外体

験実習」を実施してきました。最初期には高見川沿いにある奈良女子大学の東吉野自然環境研

究施設で実施しておりましたが、その後は村からお借りしている分室（旧四郷小学校）に活動

拠点を移しました。また、コロナ禍以前は宿泊を伴うかたちで年に１回実施しておりましたが、

コロナ禍以後は日帰り形式で年２回、テーマを変えて実施することとして現在に至っています。

　今年度は夏休み中に２回、下記の要領で実施します。いずれの回も現地集合・現地解散の選

択肢があり、地元東吉野村の子供たちにも参加してもらいやすくなっていると思いますので、

ご興味をお持ちの方はどんどんご応募ください。いずれも対象は小１から中３の児童生徒とそ

の保護者、募集人数は２４名です。参加申し込みは各回それぞれの申し込み期間中に、共生科

学研究センターのホームページ（http://www.nara-wu.ac.jp/kyousei/）または各回のＱＲ

コードから行ってください。

東吉野村野外体験実習（７月）

　７月２２日（土）１２時～１６時３０分（現地集合・現地解散のみ）

　地元で林業を営んでおられる竹内林業さんにご協力いただいて実施します。

　森の中で丸太を切ったり、樹皮をむいたり、といった林業体験をしていただく

ほか、木の太さや高さを測るいろいろな方法を学びます。申込期間は７月１日（土）から７月

１１日（土）です。

東吉野村野外体験実習（８月）

　８月９日（水）８時４５分～１８時（奈良女子大学からバス送迎）

　１１時～１６時（現地集合・現地解散）

　川の生き物を採集したり、目には見えない小さな藻（も）を顕微鏡で観察したりしながら、川

の環境について学びます。申込期間は７月１日（土）から７月２５日（火）です。

旧四郷小からこんにちは！奈良女子大学の活動報告旧四郷小からこんにちは！奈良女子大学の活動報告

広 報 ひ がしよし の令和５年６月１日
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Facebook Instagram

◇日時　７月３０日（日）１０時～１５時

◇会場　東吉野村役場下　高見川

◇開催内容

　鮎つかみ、マス釣り、木工ワークショップ、木製遊具、飲食店等

　※一部予約制

◇注意事項

　雨天または増水時、その他諸般の事情により中止となる場合があります。（７／２８判断）

　入場は無料ですが、一部有料のブースがあります。

◇お問い合わせ先

　ＦＡＭ実行委員会事務局（東吉野村役場内）

　ＴＥＬ　０７４６－４２－０４４１

　メール　FAM@vill.higashiyoshino.lg.jp

詳しい開催内容や予約方法等については、SNSでご確認ください。

ＦＡＭ２０２３開催ＦＡＭ２０２３開催
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